
蕊
］
歴
史
を
尊
ぶ
考
は
未
未
が
読
め
る
。

資
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ま
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が
め
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固有形文化財

ぎ
座

理
歳

ち
千

瀬
戸
内
海
の
ほ
ぼ
中
央
の
備
讃
海
峡
に
、
大
小
二

八
の
島
々
か
ら
な
る
塩
飽
諸
島
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
心
と
な
る
の
が
本
島
で
、
江
戸
時
代
の
政
所
で
あ

る
塩
飽
勤
番
所
や
、
古
い
町
並
み
が
残
る
笠
島
を
は

じ
め
、
歴
史
、
文
化
財
の
宝
庫
と
し
て
有
名
で
す
。

そ
の
中
の

一
つ
に
泊
港
近
く
の
木
烏
神
社
が
あ
り
、

本
島
泊
地
区
の
産
土
神
社
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
ま

す
。
境
内
の
奥
に
は
、
市
指
定
文
化
財
の
千
歳
座
が

あ
り
ま
す
。

千
歳
座
は
、
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
芝
居
小
屋

で
、
全
国
で
特
に
重
要
な
舞
台
の
三
〇
件
の

一
つ
に

数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
か
ら
明
治

・
大
正
時
代

に
か
け
て
、
村
人
が
芝
居
を
演
じ
た
り
観
た
り
し
て

楽
し
む
地
芝
居
が
庶
民
の
娯
楽
と
し
て
、
全
国
の
農

山
漁
村
で
流
行
り
ま
し
た
。
こ
こ
千
歳
座
で
も
、
麦

の
収
穫
期
や
秋
祭
り
に
芝
居
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

時
代
の
経
過
と
と
も
に
建
物
も
老
朽
化
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
元
年
に
全
面
修
復
さ
れ
、
文
化
財
と

し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
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本
島
の
芝
居
小
屋
千
歳
座

入
　
江
　
幸

本
島
の
港
に
上
陸
し
て
、
海
岸
沿
い
に
左
の
方
向

へ
五
分
程

歩
く
と
、
木
烏
神
社
の
大
き
な
石
鳥
居
の
前
に
出
る
。
こ
の
神

社
の
境
内
に
は
、
丸
亀
市
指
定
の
文
化
財
が
三
点
あ
る
。

一
つ
は
、
寛
永
四
年

（
一
六
二
七
）
に
塩
飽
の
年
寄
宮
本
伝

太
夫
の
子
息
半
右
衛
門
が
寄
進
し
た
石
鳥
居
で
、
笠
木
の
両
端

が
丸
く
盛
り
上
が
っ
て
い
る
の
が
、
他
に
は
見
ら
れ
な
い
特
異

な
姿
で
あ
る
。

鳥
居
の
横
に
建
つ
問
口
五
．
五

ｍ
、
奥
行

一
．
八

ｍ
の
小
型
の

建
物
は
制
札
場
と
い
い
、
江
戸
時
代
に
塩
飽
を
統
治
し
た
勤
番

所
か
ら
、
触
れ
書

・
掟
な
ど
を
住
民
に
周
知
し
た
掲
示
場
の
名

残
で
あ
る
。
そ
し
て
、
社
殿
の
西
南
側
に
隣
接
し
て
建
つ
木
造

建
築
が
、
今
回
紹
介
す
る
芝
居
小
屋
千
歳
座
で
、
地
元
で
は

定
小
屋
と
呼
ん
で
泊
自
治
会
が
管
理
し
て
い
る
。
間
口

一
七
．

四

ｍ
、
奥
行
八
．
一一一
ｍ
あ
り
、
拝
殿
前
の
広
場
を
観
覧
席
に
使

用
で
き
る
よ
う
東
面
し
て
建

っ
て
い
る
。
棟
札
に
よ
り
文
久
二

年

（
一
八
六
二
）
八
月
十
五
日
に
上
棟
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

本
屋
の
東
面
は
舞
台
正
面
と
な
る
た
め
中
間
に
柱
を
建
て
ず
、

広
い
開
日
と
し
、
こ
の
開
口
い
っ
ぱ
い
に
、
幅
○
．
七
六

ｍ
の

ぶ
ち
よ
う
と
呼
ぶ
は
ね
上
げ
式
の
突
き
出
し
舞
台
を
設
け
る
。

普
段
は
こ
れ
を
上
げ
て
お
き
、
そ
の
上
に
十
二
枚
の
雨
戸
で
戸

締
り
を
す
る
。
使
用
時
に
は
、
雨
戸
を
開
け
て
ぶ
ち
ょ
う
を
倒

せ
ば

一
〇
．
九

ｍ
の
舞
台
と
な
る
。

中
央
に
回
舞
台
を
装
置
し
、
天
丼
に
は
雪
や
花
を
散
ら
し
た

り
、
幕
な
ど
つ
る
す
た
め
に
、
丸
竹
を
格
子
状
に
組
ん
だ
ぶ
ど

う
棚
が
あ
る
。
舞

台
の
南
北
両
面
に

は
中
二
階
を
設
け
、

そ
れ
ぞ
れ
を
チ
ョ

ボ
座
、
ハ
ヤ
シ
座

と
し
て
い
る
。
興

行
時
に
は
舞
台
の

南
端
か
ら
客
席
側

に
花
道
を
付
け
た
。

芝
居
小
屋
に
必
要

な
も
の
は
完
備
し

て
い
る
が
、
楽
屋

は
神
社
の
拝
殿
を

利
用
し
た
。

中
央
の
回
舞
台
は
、
直
径
七
．
九

ｍ
あ
り
、
琴
平
の
金
丸
座

よ
り
大
き
い
。
回
舞
台
の
周
縁
下
に
は

「こ
ろ
」
が
あ
り
、
こ

ろ
の
軸
を
し
な
わ
せ
た
材
で
繋
い
で
い
る
。
回
舞
台
は
、
下
の

奈
落
に
入
っ
て
上
か
ら
下
り
る
棒
に
肩
を
あ
て
て
回
す
も
の
が

多
い
が
、
千
歳
座
の
回
舞
台
は
、
奈
落
の
中
央
を
大
き
な
土
慢

頭
型
に
堀
り
残
し
て
、
頂
上
に
石
製
の
軸
受
け
を
置
き
、
回
舞

台
を
受
け
た
皿
回
し
式
で
、
回
転
さ
せ
る
に
は
、
舞
台
の
隅
の

柱
に
一眉
を
あ
て
ふ
ん
ば

っ
て
回
す
様
式
に
な
っ
て
い
る
。

泊
人
名
会
所
有
の

「木
鳥
宮
道
具
納
屋
請
払
勘
定
帳
」
は
、

千
歳
座
建
設
当
時
の
金
銭
出
納
簿
で
、
こ
れ
に
よ
る
と
千
歳
座

の
内
容
は
常
設
の
芝
居
小
屋
で
あ
り
な
が
ら
、
名
目
は
神
社
の

道
具
納
屋

（倉
庫
）
と
し
て
建
て
て
い
る
。
こ
れ
は
幕
府
の
禁

令
に
配
慮
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
実
際
に
神
社
の
祭
礼
道
具

の

一
部
を
格
納
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

建
築
は
泊
の
大
工
棟
梁
中
張
佐
太
郎
が
、
銀
三
貫
六
九
八
匁

四
分
で
請
負
い
、
小
工
七
人
を
使

っ
て
文
久
二
年
八
月
に
上
棟

し
、
十
月
の
祭
礼
に
は
柿
落
し
の
興
行
を
開
催
し
て
い
る
。

明
治
の
頃
ま
で
は
、
地
元
の
若
者
が
毎
晩
練
習
し
た
成
果
を

秋
の
祭
礼
に
実
演
し
た
。
盆
に
帰
省
し
出
演
が
決
ま
る
と
、
出

稼
ぎ
に
行
か
ず
島
に
と
ど
ま
っ
て
練
習
に
余
念
が
な
か
っ
た
と

い
レつ
。

振
り
付
け
師
、
衣
装
方
、
は
や
し
方
な
ど
は
他
か
ら
雇

っ
た

の
で
、
興
行
に
は
多
大
の
費
用
が
か
か
っ
た
た
め
、
役
員
の
許

可
が
お
り
ず
、
毎
年
は
行
え
な
か
っ
た
。
小
屋
の
中
に
、
文
久

二
年
八
月
、
明
治
十
二
年
二
月
、
同
十
五
年
旧
八
舟
、
同
二
十

一
年
九
月
、
同
三
十
年
二
月
に
興
行
し
た
際
の
落
書
き
が
あ
る
。

大
正

・
昭
和
期
に
は
、
旅
芝
居
の

一
座
を
招
い
て
の
興
行
が

多
か
っ
た
。
昭
和
十
六
年
か
ら
二
十
四
年
ま
で
は
、
農
村
文
化

運
動
の

一
環
と
し
て
、
青
年
団
員
に
よ
る
演
劇
活
動
が
盛
ん
で
、

毎
年
秋
祭
り
に
演
芸
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
長
年

に
わ
た

っ
て
小
屋
を
使
用
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

終
戦
時
に
海
軍
の
兵
器
を
千
歳
座
の
中
に
隠
匿
し
た
た
め
、

過
重
に
よ
っ
て
回
舞
台
を
破
損
し
た
り
、
建
物
が
老
朽
化
し
た

の
で
、
平
成
元
年
に
丸
亀
市
の
助
成
に
よ
っ
て
復
元
工
事
が
行

わ
れ
た
。

同
年
八
月

一
日
、
落
成
を
祝
う
柿
落
し
の
公
演
に
中
村
富
十

郎
、
澤
村
藤
十
郎
、
市
川
国
蔵
等
江
戸
歌
舞
伎
の
名
優
が
そ
ろ
っ

て
舞
台
を
ふ
み
、
大
勢
の
観
客
を
集
め
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
が
、
千
歳
座
の
最
も
華
や
い
だ
ひ
と
と
き
で
あ

っ
た
。
こ

の
機
会
に
座
紋
を

「丸
に

一
つ
松
」
と
設
定
し
た
の
は
泊
地
区

の
古
名
が

「松
ヶ
浦
」
で
あ

っ
た
こ
と
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ

る
。そ

の
後
公
演
の
と
き
も
な
く
、
現
在
で
は
毎
年
本
島
合
同
文

化
祭
に
舞
台
部
門
の
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
る
に
と
ど
ま

っ
て

い
る
。
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